


















































































































































































‘Hope is a wish for something to come true by action.’
岡本も「はじめに－本書のねらい」で「教育が作用することによって形を成す
共生」「人びとのつながりをつくりだす可能性という希望」（２頁）と言っている。
評者は，本書をとおして，共に学ぶことが「希望」につながっていく，それを実
感できるような大学教育実践を創出したいと，これまで以上に考えている。
2) 教室文化，学校文化における「教師と子どもの共生」～新たな課題意識～
学校を訪問するとよく耳にするのが「立たせる」「書かせる」「読ませる」とい
う使役動詞であり，号令である。「姿勢をのばして」「もう一度大きな声でおはよ
うを言いましょう」「前ならえ」等で始まる話しには，「これから始まるつまらな
い話しに我慢しなさい」というメタ・メッセージが含まれているように思えてな
らない。子どもを必要以上に緊張させて管理する必要があるのだろうか。管理の
強化は，教師(大人)と子どもの「共生」の弊害になっていないのだろうか。なに
ゆえに教師は，そのような態度をとるのか，その背景にあるものを掘り下げたい。
これが，本書に触発されて芽生えた新たな課題意識である。「教室における教師と
子どもの共生」もこれからの学校教育を展望する上で，重要な要素の一つである。
大人と子どもの信頼関係，個を尊重した平等な関係性，そして教師と子どもの対
話は，「共生」の基盤である。
最後に，とてもよいと思ったのが「筆者より」のコーナーである。執筆者が自
己を開示し，語りかけるように書かれていて，親近感をもって読むことが出来た。
難しいと感じる章も，「筆者より」を読んでから，本論を読み直すとわかったよう
な気がしてくるから不思議である。勤務校の学生，院生にも「筆者より」を読ん
でから，各章を読み進めていく方法，本書の味わい方を紹介してみようと思う。
－ 99－
